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ま　え　が　き
　王982年学報第59号で，筆者は「外国語教師一年§の試み」と題し，如何にして学生のボキャブラ
リーを増やすを昌的として，1981年に行った二・三の試みについて報皆した（実社会の側から新卒
の学生を見るとボキャブラリーの不足，あるいはパラフレイズする能力の不足が羅立ち，これは主
として学生の読書量が決定的に不足しているためと筆者は見なし，ボキャブラリー・テストを前後
に置いた夏休み新聞記事の要約，小説のグループ別課外輪読等を行った）。
　この試みは，ポ・和辞書のボキャブラリーが少ないこともあり，ポ語の場合3年生以降は，どう
尭
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してもポ～ポ辞典を使う必要があるので，2年生の終りまでに，4～5千のボキャブラリーを蓄え
ることを目標とせざるを得ないためでもある。
　また，これを報告した欝的は，諸先生方の経験やアドヴァイスを伺いためであったが，返ってき
たのは，r自動箪学校風の外国語教育」という冷ややかな批判であった。
　以来，授業改善についての資料整理は，独善的にやる以外にないかと思っていたところ，1985年
7月，第5國外国語教授法研究会という学内の先生方牽数名の集まりに招かれ，外國語教授法の改
善に真剣に取り組んでおられる先生方の濡動を知る機会を得た。同研究会は，同年4月に学内の外
国語教員全員を対象に，教授法を尋ねるアンケートを実施していたが，授業中の教師と生徒間の梅
互干渉（interaction　analysis），コミュニカティブ・アブpm　一チ（COCT）等を含めた教授法の改善策を
探っているようであった。
　当時，サンパウロ大学のコミュニケーション・芸衛学部より招いていた当学科の客員教授の授業
をのぞくと，教師を中心に周囲に馬蹄形に学生の机を壷べ，教師と学生間に親Lみのある爾方向の
コミ＝＝ケーションが行なわれているようで，外国人教師の会話の授業（ポ語で，こんな時はどう
いうか式の機能中心のアプローチ）と，日本人教師の講読の授業（文法・訳読方式というかテキス
ト中心の携造的アブPt一チ）とは性格が違うとはいいながら，筆者も昔ながらの授業法を，少しで
も改善しなけれぽなるまいと常日頃考えていた矢先でもあり，大いに刺激を受け，元気付けられた。
　ただ，授業法の改善が，もし授業時間を分単位で，マトリックスに区切り，教師と学生間の穣互
干渉を記録・分析し，ヴィデオに撮ったり，あるいは最近始まったclass　room　researchというのか，
授業中の学生間の私語まで録音できるブラック・ボックスを設置する灰まで行きつくとなると，筆
者などは，こわいもの見たさの好奇心はあるものの，ついて行けない気もする。
　教師と学生間の両方向のコミュニケーションというのも，「云うは易く，行うは難し」なので，
嶺分の聞筆者としては，極く常識的に，学生が打ちとけた気分で授業に臨めるよう，授業麗始直後
の2～3分間は雑談し，授業中圭圓位は冗談をいうよう努めたり，訳読を当てた学生には，いつも
学生の反応を引き出すため，名前を呼びかけてから，こちらから逆に学生の訳について質問するこ
とにしている。また，最近，恥をかくことを極度に怖れる学生が増えたので，誤訳・珍訳をした場
合霞薄心を傷付けないように，なるべくあっさりと，「これは，現地の生酒体験がないと判らない
でしょうね」とか，辞書を綿密にひいていない場合は「ちょっと手抜きだな」程度にとどめている。
ただ筆者の学生時代は，クラス全員が男子だったためか，学生の珍訳が鞠明すると皆，遠慮なしに
ドッと笑い，後で考えると，堂々と珍訳した同級生程，その後進歩している。やはり，幼児が良然
に母国語を修得して行く際，閤違いを気にせず，どんどん話す段階→正しい表現に修正して行く
段階→適切・巧みな表現を見つける段階と三つの段階を経るといわれるが，最初の段階を通らず
二つ霞，三つ9の段階に進むのは無理があると思う。今の学生は，当てられて訳して行って，判ら
ない部分になると，恥をかくまいと，黙りこくり，激師が察してその部分を訳すのを待って，その
後に続ける。「……の部分が判りません」ともいわない老が多い。筆者は一度，鍔人かそういう学
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生が続いたので「恥をそんなにかきたくないなら，新しい外国語を轡いたいなどと思うな！」と，
おこったことがある。
1．教材の選定
1．1，教材の璽要性
　以前，開発途上国の教育普及計画に対する政府の技術協力プPジェク5の参考にするため，ユネ
スコの幾つかの報告書を読んだことがあるが，その中に「教育効果を上げる上で一番重要なことは，
良い先生でも，良い生徒でもなく，良い教材である」というセVフがあったのが妙に頭にこびりつ
いてしまった。良い先生になれる自信がない筆者にとっては，良い教材を選ぶことに努力すれぽ，
なんとかなるという救いの言葉にみえたためであろう。円熟した徴代の先生方の中には，教え子の
資質を自慢するあまり「ワシがどんな教材を選び，どんな教え方をしても，できる奴は放っといて
もできるようになる」という人もいるが，仲々筆者はそこまで達感できないのと，ひょっとしても
っと適切な教材を使っていたら，平均的な成績だった学生が，もっと伸びたかも知れないと思って
しまう（9年間，11の学年を教えた感想は，放っといてもできる学生3割，水際につれて行っても
水を飲む気のない者2割，残りの中間の5翻の学生の水準を上げることが教育霞標というところ
か）。
1．2．教紡選定の基準
　ポルトガル語の場合，日本で出版された専攻の学生向のテキストは，わずか2～3しかないので，
とりあえず次の基準で教材を選び，試行錯誤で実際に使ってみて，その結果をく学生のアンケー5＞
と〈試験の点数〉から評緬し，教材選定の一定の方向を出して行くことにした。
　i）試行錯誤である以上，原鋼として毎年異なった教材を使い，なるべく広い範囲から教材を
選ぶことにした。これは異なる教材を使うことにより，教える側にも一一twの緊張感が保て，マンネ
リ化しないと考えたためでもある。
　ii）教材を，内容重視型か，言語材料重視型かに分けるのが，～般的のようであるが，文法・
文型を重視し，少ない重要譜だけを使う言謡材料型は，応々にして内容が面白くないので，基本的
には，内容重視型とし，従って語いも早い段階から相当数導入し，文法・文型の説明は補足的に行
うこととした。
1．3、　教材選定の対象
　前期1・2年生向の教材としては，ブラジル又はポルトガルの教科書を中心として教材を選ぶ。
1年生には初等教育の，2年生には中等教育の教科書を選定の対象とする。臼本で外蟹語としてポ
語を学ぶための教材と，現地で母国語を教えるための教材とは，その置かれた霧語環境が全く異な
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るとはいえ，やはり教科書は現代の標準的な明快な言語で書かれていることと，長年の工央・改良
で，時間の配分等教材としてうまくできていると思う。特に最近ブラジルやポルトガルの教科書は，
無償配布の日本の教科書以上に，写真やイラスト，マンガ等も多く使い視角化されており，また色
々な教科書を比較鰐照してみると，案外各教科書により個性を持っていることに気付く（本学にも
カラー・コピアー機を据えつけてほしい。また，教官がすべて教材をコピーしなけれぽならないの
は，なんとかならないか）。
　1．3．i撃　　〈1年生向〉
　初等教育の教科書は，大学生の教材としては，内容が幼稚過ぎるものが多いので，その中で，な
るべく大学生の関心を引くような内容のものを選ぶ（小学校の教科書は，各学年で繰り返し発展的
に学ぶ共通テーマがあるので，1年生の後半には，小学校高学年の教科書のものを選ぶ。もっとも
学生には，新しい外国語を習うには，幼児性というか，特に素直さが必要だとはいってあるが）。
　H常生酒で使耀頻度の高い普通名詞を多く含むものとして国譲（ポルトガル謝の教科書よりも，
社会科・理科の教科書を中心とする。侭し，ポ語の音韻の美しさ，ijズムを体感さぜるため，褒現
の易しい詩，歌を挿入する。
　1．3．2　　〈2年生向〉
　（イ〉　｝年生向の教材が，小学校の？±会科・理科の教科謬を中心にするのに対し，2年生には中学
校の国語（ポ語），歴史の教科書を中心にする。一年間のポ語学習で，国語の教科書を理解する墓
礎もできるし，歴史の教科書は彬季潔の背景を理解するのと同時に，叙述が客観的であり且単調に
ならないよう工夫された文体なので，卒論を書く時等の参考になるためである。
　（P）中等教育の教科書からの抜すいに加えて，現地で母濁語を教えるための教科霧が，恋々にし
て扱わない外麗人にとっては珍しい風俗・駕慣，年中行事，メンタジティー，時事的な問題を扱う
ため：
　　i）新聞・雑誌のcr6nlcaのコラム（時の話題樵絹風刺，歳蒋記風のエッセイ）
　　ii）雑誌の特集記事，からも教材を選ぶ。
　の平易な表現で，ストリー性のある面凱・現代小説，短い探偵小説（魑し，ブラジル，ポルト
ガル共に探偵小説のジャンルは，未発達で，殆んど翻訳物しかない）。
　あるいは，同じ語科の他の先生が，その年度に文学作最を取り上げない場合，ポルトガル，ブラ
ジルの文学作品アンソロジーの中から敢り付き易いものを選ぶ。
　（二）夏休みの宿題として，ブラジルの新聞の一日分を各人に与え，なるべく全ページに嚢を通さ
せ，その中から興味を引いた10の記事を選ぽせ，「何時，どこで，誰れが，何をしたか，擬のため
に，如何にして」を書き出し，提出させる。
　㈲　2年生向に，筆者は，瀦文ポ訳の授業も担轟しているが，教材の選択基準等，上記の講読と
は異なるので，別稿で扱うこととしたい。というのも和文ポ訳は，巳本，日本人のことを，ブルジ
ル人，ポルFガル人に知らせるためのものと筆者は理解しているからである（3～護年生向のポ語自
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由作文，ポ語による卒論作成準備のためのミニ・レポート作成指導は，外国人教員が担当している）。
2．　教材の異体例
2．1．ポルトガル・ブラジル文化概論
　例えぽ，あるパラグラフを読んで意味が判るということは，癒々のセンテソスの和訳を足しただ
けでは不十分で，文面に衰れないすき間を，それ以前に得た知識で埋めながら各センテンスの相互
関係を組み立てることによって初めて理解できると一般にいわれている。つまり文懸に表れるのは，
氷山の一角で，書語知識を超えて，水薦下にある同国人問では既知の共通の知識・約束事，いわば
文化についての相応の知識を持たないと，表繭的な意味さえ覇らないことがある。
　従って，ポルトガル・ブラジル文化概論は，β本語で行なう1年生向の講義で，語学の実翼とは
いえないが，ポルトガル語理解の不可欠な基礎となるべき科霞であろう。
　ただこの授業で侮を教えるか，また筆嚢の極めて限られた能力で何が教えられるか，毎年悪戦・
苦闘しているだけのような気がする。言語の理解にてっとり早く役立ちそうな罠族文化の比較（相
手国と自国の同質性と異質性を掘握する），例えぽ神話・伝説から始まって，地名・人名の命名法，
年中行事，俗信，諺，あるいは呼称，男女差，更にはレトジックの異同等を集中的に知識として与
えれぽ，効果が上るかも知れない。
　ただ，このやり方は，教える側によほど深い知識がないと，断片的・表面的に流れる危険性が大
きいと思う。従って，この面に関しては，1．3，2。⑭のi），li）の二年生向の講読の授業の中で，
crδnica等を教材として使う時その都度，触れることにした。
　飽方，筆者が，かつてポルトガル語学科の学生時代受けた昔からのいわゆる事情講義（中身は，
相季国の地理と歴史の基礎知識）だけでは，この類の日本語の本が増えて行くにつれ，存在理由が
薄れて行くことになる。
　筆者は，本学に来て1年後，本講義を担嶺していた非常勤講師の方が辞められたので，2～3ケ
月の準備期間で講義を始めねぽならなかったが，その際，まず参考にしたのは，（財）日本文化研
究所篇「H本文化提要」1977年英語版“Guides　t◎｝apanese　Cu星ture”であった。この本はKBCの
「日本研究のための標準選定図書目録」を参考にしつつ，12◎名の尊門家から，露本を理解するた
めの必読書を各人3懸つつ推せんしてもらい，その中から45概の本を選び，（i）fi然と人間，（2）H本
語，（3）信仰と生活，（4）意識と思想，（5）人間関係，（6）文学，（7）伝記，（8）歴史，（9）芸術・芸能，（10）H本
人が見た世界，に分類し，それぞれの著書の要点を2～3頁で解説したものであった。
　ポルFガル，ブラジルにこれと類似した本が無いか探したが，ブラジルのNelson　Werneck
Sodr6著“O　que　se　deve　ler　para　conhecer　o　Brasil（ブラジルを知るために何を読むべきか）”
civilizaga◎Brasileira発行，1976年，　Rio．しか見当らなかった。この本は，ブラジルの歴史的発展
を30章，ブラジル文化等を9章に分け，それぞれの章についてマルキストの著者の独特な着眼点と
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もいうべき考察が2～3頁詑述され，その後に各章牽数点の主要参考図書（それぞれ2～3行の解
題あり）と十点足らずの準参考図書名が列挙されており，著者の博覧強記には圧倒されるが，列挙
された著書の内容紹介までにはなっていないので，文化概論の講義の題材には，使えなかった。
　結島のところ暗間切れで，
　1）　筆者が，この3◎年位の問に読んだ主としてポルトガル・ブラジルの風土，地誌，歴史，国
畏性等に関するポルトガル謡で書かれた著書，論文のゴッタ煮を，筆者なりに整理し，例えぽ歴史
でも，個々の史実の解説よりは，各授業時間毎に，ひとつのテーマに沿って，なるべく各時代の特
色を講造的に解説しようと試みた。例えぽ「ポルトガルの国家形成の特饒一封建鰯の未発達と早
熟な近代性」，「ポルトガルが発見航海時代をジードできた要因一一海外発展に対する国民各層の合
意と技衛革新」とか，「奴隷鰯砂糖プランテーショの社会一Giiberto　Freyreの混漁雑種文化形成
についての由張」，「金の時代の裡会一Wemeck　Sodr壱の国民文化形成についての主張」，等々で
ある。従って地理・歴史の基礎的事実の賠記はやめ，期末試験では大きなテーマ7題の中から5題
を選ぽせ5～10行で解説させる方式にし，試験中どんな参考資料を晃ても良いことにした。この講
義が1年生の参考になるとすれぽ，講義内容がすべてポ語で書かれた資料に基づいており，露本語
の資料は使っていないこと位であろうか。また，Yンネリ化を避けるため，毎年講義の内容の1／3
か1／4を新しい内容に入れ換えてきた。
　ii）1982年と1988年には，前記i）のやり方を，まったく変え，ブラジル地理統計院Fun－
dagao　lnstituto　Bras重leir◎de　Geogra“a　e　Estatistica－IBGEの「ブラジル各地の風物」“⑳os　e　aspec－
tos　do　Brasil”1975年版（各テーマに1頁大のペン画がついている）の中から，ブラジルの5つの
地方毎に最も代表的と思われる風物を選び，ペン画のページのコピーを，学生に配聯し，あらかじ
め各人1テーマつつ割り当て，毎団3人つつ発表させ，それに続けて筆者が，補足・解説した。1982
年に選んだ42のテーマ（1988年は30）のうち，学生がβ本語の資料で調ぺられたものは，9つであ
った。例えぽ，アマゾン地方を例にとるとGai◎las　e　VaticaRos（アマゾン河の客船），　Pesca　do
Pirarucu（世界最大の淡水魚ピラクル漁），　O　Juteiro（ジ、。一ト麻栽培者，ジュート麻は霞本人が遜
入），Seringueiros（ゴム採取人），　Cabocl◎amaz6nico（アマゾン地方の貧農），　A　Rod◎v圭a　Bel6m－
Brasilia（ベレーン～ブラジリア国道，1960年開通）のように，いわぽブラジルの地誌を中心とし，
各地方の歴史的背景を解説する講義をした。アマゾン地方については，筆者の4年間の現地滞在の
経験も含めて話したが，授業中の態度，答案から見ると，ブラジルの地誌について学生はあまり関
心を持たないようで，1／3紘は居眠りしているか，おしゃべりしており，熱心に聞いているのは7
～ 8名位であろうか。
2、2．　一年生講読
　筆者は，1981年，1982年，1986年，1987年前半と計3年半，この授業をもっただけであるが，入
学後夏休みまでの3ケ月位は，まだ文字の読み方もおぼつかない，文法の基礎知識もない新入生に，
1◎0
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講読の授業をするのは難かしい。また，文化概論を除いて週6コマ（文法2コマ，講読2コマ，外
国人教師会話1コマ，L．L．1コマ）を，別々の教員（文法のみ同～人）が別々のテキストを使っ
て教えているので，重複もあり，進展が遅いうらみがある（倶し，新しい外国語の習い初めは，重
複・繰返しが必要であり，またそれぞれ言語に対する姿勢が異なる当学科の全教員が，異なった角
度から1年生に薪しい外国語を教えるのは，十分意義あることと我々は考えている）。
　ポルトガル語は，ロマンス語系の零語のひとつとして，英語より，はるかに文字の読み方に規則
性がある（幾通りも読み方のあるのは，xの文字のみ。但し，音韻学的に厳密にいえぽ，ポ本国の
母音は，14～15あるという。）ので，筆者の購読の授業は，9～沁國の授業で文字の読み方を終え
（各項，玉O位の単語と4～5語の短い文章を，ブラジル人の先生に読んでもらったテープを，まず
2國聞かせ，轟方から和訳を説明した後，全員でテープを真似て2鐡位斎読させた上，一人つつ嶺
てて読ませる。毎時聞クラス全員を当てるようにした），夏休み前から既に小学校の教科書からと
った臼常生活に関する短い文章の訳読を始めた。他の教師が行う文法の授業等の理解を容易にする
ためにも，なるべく畢くから数多くの簡単な文章に触れさせることが必要と考えたためでもある。
　1年生の講読に使った教材は，次のとおりである。
　2。2．1。1981年（最初の年なので，教材を準備する間なし）。
　1）　文字の読み方（筆者作成）
　一轟母音ao，6e，　ae。　－ca，　CO，　Cu　とCe，　Ciのabrandamento現象。　－ga，　go，　gu。　－ga，9◎，　guと
ge，　giのabraRdamento。－gue，　guiとgUe，　gtii，　gua，　guo。－que，　qui，　qtte，　q軌q雛a，　qu◎。一語首の
hとch，　nh，｝h。一母音に鋏まれたsとss，語尾のz。一冠詞と名詞のリエゾン。－xの5種の読み方。
　ii）AJELB発行，対訳「今巳のブラジルOBrasil　de　hole」
　上記文字の読み方（10園の授業）の後，ブラジル紹介の対訳の地理と歴史の部分を，教材として
使い，妾初は，学生には豪てて音読さぜるだけで，当方より冠詞，名詞，形容詞の男性・女性，単
数・複数，助動詞，勤詞の原形等，．変化する晶詞の辞書にlilている形を，実例に基づいて説明，ポ
語の原文がどうして対訳の日本文になるのかを解説する授業を8圏伎行った。次いで学生に当てて
音読させた後，嶺方より逆に学生に動調の原形，法，時制等を質問する形の授業（9回）を行った。
　〈学生のアンケート〉
　教材について，無記名によるアンケートを行った。結果は次の通り。
－
1騨：一麓馨鑑1
　以上，照糊の高等学校の第二外国語風に，初めてその外鰯語を学ぶ学生に，いきなり対訳を使っ
て実物をぶっつけるやり方は，この教材の内容があまり圃白くない（胆し必要な知識）割には，表
現が難しかったようで，教材としては，あまり適嶺ではなかったようである。
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　2．2。2．1982年
　i）　ポルトガルの小学校1年の教科書
　　　Maria　Isabela　L◎ureiro著“Pintainha”，　Didatlca　Editora，　Lisboa発行
と，ブラジルの小学校1年の教科書
　　　Branca　Alves　de　Lima　9　BraBca　Alves　de慧磁a著“Caminh◎Suave”，Ed．“Caminh◎Suave”
　　　lda．　sao　Paulo発行
より前記2．2．1．のi）と岡様の方式の文字の読み方の課（単語及び4～5語の短文。絵，イラス
ト付き）を切りはり，フォトコピーし，教材とした。
　ii）　7月，9月，　Io月は，ブラジルの小学校3年襯の社会科・理科教科書
　　　Deborah　Pad疑a　Me1量◎Neves著“Estudos　Sociais，　Ciδncla”2＠s6rie　IRstituto　Brasileiro　de
　　　Edig6es　Pedag6gicas，　Sao　Pau玉o発行
より，「子供の一H」，「買物」，「交通」，「地形」，「四季」，「祝日」，「櫨物」，「動物」，「食べ物」，F私
の家庭」（各課イラスト付き）を教材としてコピー。
　lii）11月以降，ブラジルの小学校6年生向ブラジルの歴史の教科書
　　　Wanda　Ja丘Pimentel著“Xist6ria　do　Brasil　5＠serie”IRstituto　Brasileir◎de　Edig6es
　　　Pedag6gicas，　sao　Paul◎発行
より，「ブラジルの発見」，「ヨーpaッパ人とインディオ」，「醐拓入殖」，「砂糖経済」，「奴隷貿易」，
「オランダ人の侵略」，「沿岸地帯の経済・社会」（各課絵入り）を＝ピーして教材とした。
　以上，前年度の大人向けのポ・和対訳をいきなりぶっつけるやり方とは逆に，イラスト付きの易
しい小学校の教科書から教材を選択するやり方についての学生の反応は：
　＜アンケート＞
　i）及びil）の臼常生活を題材とした教材
船
｛1鮮1一鷲くても∴
　iii）のブラジル史教科書
ー　現　表 1畿：：1瀧脅
ブラジル史の教材　有益　　　　　　13
物語り，おとぎ話の方が良い　　　　　5
その他（歴史の教材が長く続くと，
あきるので，色々取りまぜてほしい）　　2
6
13
0
lo2
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　〈テストの結果＞
　i）及びii）　　　　　　　　　iii）
　　　最高　100点（4人）　　　　　　　最高　98点
　　　最｛氏　　　　56　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最登贔　　40
　　　平均　　　95．2　　　　　　　　　　　　　　　　　　擁z均　　87．3
i）及びil）から，　iii）のブラジル史の教材に移った（ll月）際，文章が急に難かしくなったとい
う意見があった外は，～応教材として適当という結果が出たと思う。但し，教材としてブラジル史
より，おとぎ話・物藷りの方が良いという学生が1／4いる点を考慮する必要があろう。
　2．2．3。1986年及び1987卑前半
　（1983，84，85年の3年闘は，1年生の講読の授業を撫当しなかった。1987年は，岡僚の中国出
張中の代理で前半のみ）
　圭982年の授業の経験に基づき，ブラジル及びポルトガルの17冊の小学校教科書（主として鮭会科
・ 理科）の内容を，筆者が取捨選択し，一冊（163頁）に濃縮，イラストと易しい表現の詩も間に
入れて24課に分け，1984年の本学の視聴覚委員会の教材作成費の予算で印捌して頂いた。Por－
tugues　Mode騰o　atrav壱s　de¢xtrat◎s　de　Iiwos　diδ6ticos　1984（教科書からの抜すいによる現代ポルト
ガル語）筆者が編集したこの教科書を使った結果は，次のとおりである。
　〈アンケート，1986年〉
訓lll∵羅｛撫ll籍嘉1
　〈テストの結果〉
一 蹴麟6劫騨｛鱗酬
　テス5の結果から見ると，この教材は易し過ぎる（但し1年生には達成感を与えるため意図的に，
なるべく多くの学生に100点をやっている）と愚われるが，アンケートでは，内容が単純過ぎてつ
まらなかったという鳳答欄を設けたにもかかわらず，マルをつけた者はゼロであった。なお，この
クラスは筆者が今迄の9年間で教えた中では最も平均水準が高いクラスだと思う。
　但し，ここでも，おとぎ話，物語りの方が良いという意見が1／3弱あったため，このクラスが2
年に進級した翌年には，例年の教材と異質なもの（ブラジルの探偵小説と，現代作家ギマランイス
・ローザの短篇）を使ってみることにした。
　今後の課題としては，筆者が編集した前記の教科書は，社会科・理科を中心としたため，学生の
求める物語り性，スy一り一性に欠ける欠点があったことを改善することであろう。
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　筆者としては，新しい外国語の習い初めは，身のまわりの霞に見える事物をポ認の単文で何とい
うかという点からスタートした方が良いと考え，例えぽイラスト付きの「小学校へ行く道の途中に
は坂があります。橋が見えます」式のものから，マンガ付きの各種職業の紹介「弁護士は，被告を
弁護します。医老は患者を処置します」式の単文を，少くとも300依（授業にして10園位）は，ブ
ラジル人の先生の読むテープを聞かせながら，繰り返すことが，「書けて謡せる」アクティブ・ボ
キャブラリーの修得につながると考えた訳である。そして1年生の11月以降になって初めてヂブラ
ジルの年中行事」，「都会の生活」，嘔舎の生麹，「植物の光合成」等々の1頁位のまとまった文を
取り入れた訳である。また，これだけでは即物的になり過ぎると考え，ひとつの課が終る毎に，ポ
語の音韻の美しさ，リズムを体感させるため表現の易しい詩を，ひとつづつブラジル人の先生の朗
読を聞かせながら，取り入れたが，学生には物語り，おとぎ話の方が良いようである。この点，1
本の中学校の英語の教科書は，良くできていると遅ればせながら感じ入った次第であるが，ただこ
れで英語が書けて謡せるようになるのかという疑問は残る。
2観　3嘩　　二年生講壽売
　1981年以降，筆者は毎年二年生の講読を週1國撫当しているが，使った教材は，次のとおりであ
る。
　2．3．1。1981隼（最初の年）
　池上零央編“Quinze　Cr6nicas　de　Rubem　Braga”，芸林書勢。　cr6nica（新聞・雑誌の時評設ラム）
の第一人者といわれるRubem　Bragaの書いたものを15篇選び，註織を付したもの。二年生にとっ
ては，最初の2～3篇ぱ難しいようであったが，4～5篇鑓から，訳が鑓立って向上した。夏休み
宿題：ブラジルの薪聞記事要訳。課外のグループ別小説輪読（1982年学報第59号の拙稿を参照願い
たい）。
　2．3．2．　　1982年
　i）前半：フmリダ大学ラテン・アメリカ硫究センター発行
　　　Alfred　Hower．　Richard　A．　Preto－R◎das“Crδn呈cas　8rasileiras”URiversity　of　Florida，　Ce凱er
　　　of　Lat呈n　American　Studies
（ブラジルの代表的なcr6nicaの作者牽数名につき，それぞれ2～3篇選んだもの）の中から，次
の作品を教材として選んだ：
　OPess◎a1（Rube磁Braga作）（宛先の住所が間違っている手紙が多いのをなげく郵便配達）。
　O　padeiro（idem．）　（毎朝パンを配達してくるパン屋）。
　O　Telefone（Luis　Martins）　（女性の長電話）。
　Cem・cruzeir◎s　a　mais（Fernand◎SabiRO）　（役噺の窓uのお釣りが，1◎0クロゼイロス多いのを返
　　　部しようとした男がぶつかる官僚主義の壁）。
　A　mulher　vestida（idem．）　（鍵が外から掛けられ，閉じ込められた女性についてのヤジ馬の無貰
翌鱗
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　　　任なデマ）。
　Tempo　perdido（Luis　Martins）　（失われた聴）。
　Eramos　mais　uRidos　a◎s　d◎mingos（Sergio　Porto）　（昔は，日曜日には，皆一緒だった）。
　窺dom沁9◎e　anolteceu（Rubem　Braga）　（日曜日で，夜になった）。
　F6rias　conjugais（Pauio　mendes　Camp◎s）　（夫婦の休日）。
　本書の編老によれぽ，cr6nicaは，今Hのブラジルの都市の中間層（知識階級）の生活とものの
考え方を知る最畏の教材の由。1授業時間で，おおむね1編終えるのも教材として良いと思う。
　〈アンケート〉
表現
非常に難しい
かなり難しい
適　当
易しい
娃
8
9
廓
肇
三
内容
繭白い
カ、なり面琵ヨし・
まあまあ
関心なし
0
◎
0
0
4
1
　〈テス5＞
　　最高　100点（1人）
　　最低　44
　　平均　91．3
　アンケートの結果からは，cr6nicaは，2年生には少し難し過ぎる（口語的表現や，現地の生活
体験がないと判りにくい点あり）感があるが，内容について学生は，かなり関心を持っており，有
益な教材といえよう。
　ii）後半：夏休みのブラジルの新聞要訳の宿題の後，1◎月から次の教材を使った。
　ポルトガル文学アンソロジー（この年に当学科で講読の授業に文学作品を取り上げる先生がいな
かったので，それを補う意味もあって，ポルトガルの工業中学校の國語教科書から，次のものを選
んだ（つづり字現代化，古語註釈付）
　Os　Lusiadas（Canto　1，　est．1－3，　Ca飢◎m，　est．20－21，　Ines　de　Castr◎）　　α6世紀のポルトガルの叙
　　　事詩，最高の古典より8つの歌）。
　Uma　avensura　de　FerRa◎Me旦des　pi疏◎（peregrinag展o，　Os　p◎rtugueses　n◎Japa◎）　（16世紀最大の
　　　旅行家の紀行文より種ケ務来航の部分）c、
　AIIneida　Garre£t作（Barca　Bela，　Rosa　e　Lfrio）　（ロマンティシズムの代表的詩人の詩，2篇）。
　Alexandre簸erculano（A　dama　p6－de－cabra）　（ロマンテKシズムの径奇短篇）。
　Camilo　Castel◎Branco（O　reu）　（ロマンティシズムの短篇）。
　」撮io　Di癬s（0蕪erbanari◎）　　（近代化をなげく牧歌的短篇）。
　E¢ade　q“eir6s（Serra　bendita　eRtre　as　serras）　（リアリズム／jx説の…都）。
　Fernando　Pessoa（D．　Dinis，　Filipa　de　LeRcastre，　Tocador　de　karpa）　　（シンボリズムの詩3篇）。
　Florbeia　Espanca（A1瓢a　perdida，　Ser　poe£a）　（感能的な女流詩人の詩4篇）。
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　〈アンケー5＞
一
藤鍛1：一翻
　〈テスト〉
　　最高　IOO点（18人中5人）
　　簸低　97
　　平均　98．8
　表現が非常に難しいが9人，かなり難しいが4人いるにしては，結果が良過ぎる感じがしていた
ら，某学生より，4～5人の老が，カンニングしていたとの訴えを受けた。答案を点検したところ，
5名の者の答案の誤りが酷似していた。カンニングするのは，やはり教材が難し過ぎたかと反省し
たが，筆巻のテストは，授業時間中にやった範翻内で，常に12題の中から10題選んで訳させる方式
（外国語の翌得に完全孟義は邪魔で，8割主義で良いと，いつも学生にいっている）なので，それ
程無理なテスFとは思われない。「学生時代のカンニング常習者は，社会に出てからも会挫の金を
使い込んだりして大学の名を傷つけるだろうから，今のうち教授会にかけて，退学してもらう」と
申し渡した。
　2．3。3．　　1983隼
　i）前半：ブラジルの小学校高学年，中学校の国語（ポ語）教科書として最も高い評髄を受け
ている。
　　　　亙）in◎Preti著　‘‘Portugues（）r＆l　e　Escr嚢o，’5，6，7，　e　8　C◎m茎）anh呈a　ECiit（）ra　Nacional．　S護o　Paul◎
　　　1978年発行
の小学校5，6年，中学校1，2年の教科書より次のものを選んだ。
　Por　ca穏sa　de　uma　dor　de　dentes．（Erico　Verfssimo）　（ブラジル独立運動の逸話短篇）。
　Brasil　2063．（Stanislau　P◎nte　Preta）　（ブラジル，2063年，ユ～モア未来S．F．）。
　O　lmportuno．（Carlos　Dmmmond　de　Aadrade）　（ブラジル現代最大の詩人といわれる著者の短
　　　篇）。
　Lugar　reservado．（Fema磁o　Sabi簸o）　（飛行機の空き席をめぐるcr6nica）。
　Plebisc圭to．（Artur　Azeved◎）　　（短篇，国民投票）。
　〈アンケート〉
糊
｛1讐船｛窺1。1
lo6
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翌年の・年生綱鱒腋う・圃否｛髭のも噸満が良…1
　〈テスト〉
　　最高　98点
　　最低　62．5
　　平均　86．5
　　以上の結果から，前年の古典を含めた文学作晶の一部分のアンソロジーより，近現代の短篇か
ら選んだものの方が，はるかに学生には取り付き易く，教材として適しているといえよう。
　夏休みの宿題のブラジルの新聞記事要訳の後，この年度は，ポルトガル文学専門の演口先生が着
任されたので，前年度のような文学作晶のアンソロジーはやめ，後半は次の教材を使った。
　ii）後半：ブラジルの中学生向けのブラジル歴史教科書の中で最も高い評価を受けている。
　　　Sergio　Buarque　de｝Kollanda編“Estudog．　Sociais：Hit6ria　d◎Brasil　1”Companhia　Editora　Na－
　　　cional．　S知Pauld　979年発行
の中から次の項自を選んだ。
　Os　descobrimeRtos　（発見航海，ブラジルの発見）。
　£xplorag展◎eposse　da　Terra　（土地の探検と占有）。
　Desenvo｝vimento　e　ec◎nomia　dos　primeiros　tempos　（初期の経済開発）。
　Oque　devemos　ao痴dlo　（インディオから受けついだもの）。
　Aera　do　ouro　do　Brasil　（ブラジルの金の蒔代）。
　AEra　das　Revolg6es　（叛乱の時代）。
　AFami｝ia　Real　Portuguesa　no　Brasil　　（ポルトガルヨ三箋1のブラジル移転）。
　また，19世紀後半の新聞の政治マンガを編集し，解説を加えた。
　　　A∫aken　Tavora著“D．　Pedro　II　e◎seu　mund◎atrav6s　da　caricatura”Editora　documentaria。
　　　Rio。1976年発行
（政治マンガを通じて晃たドン・ペドロ皇帝の世界）の一部を使用した。
　＜アンケー5＞
顛
｛1講：：1曝鋳
　〈テスト〉
　　最高　99点
　　最低　44（筆老がDをつけた学生：欠席16副
　　平均　86．7
　アンケートの結果から，ブラジル史の中学校の教科書から教材を選ぶのも適当と思われる。
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　2．3．4．　　1984年
　i）前半：前年使ったブラジルの小学校高学年，中学校の国語教科書（Dino　Preti編）が，アン
ケートの結果，教材として適蚤と思われたので，同じ教科書から次の別の課を選んだ。
　Op◎mbo　enigmatico（Paulo　MeRdes　Campos）　（鳩の霞から見たリオの町）。
　Clarissa　（Erico　Verissimo）　（小説少女クラiコッサの中の一蒲景）。
　詩Jaagada（Juvenal　Galen◎）　（東北伯の漁師）。
　Diploma（Carlos　I）rurnmond　de　Andrade）　　（短篇：免状）。
　O　Trem　de　Maguari（Ant6ni◎AI6antara　Machado）　（ベレーンの列華内の暴動）。
　詩Nel　Mezz◎del　Cammin（01avo磁ac）　（人生の途上にて）。
　A　estranha　passageira（Stanislaw　P◎nte　Preta）　（飛行機の中で会ったおかしな乗客〉。
　V◎zes　do　retrato（Da1£on　Trevissan）　（短篇：肖籐の声）。
　〈アンケート〉は実施しなかった。
　〈テストの結果〉
　　最高　100点（1名）
　　最低　26（60点以下2名，欠席1名）
　　平均　85。0
　夏休みの宿題のブラジルの新聞記事要訳の後
　ii）後半：ポルトガルの中学2年のポルトガル史教科書
　　　M．Mar乞im　dos　Sa厳◎s．　Vera　C◎sta共著“Hist6r圭aδe　P◎rtugal”1979年発行
から，次の項欝を選んで使った。このクラスは，一年生の文化概論で，ブラジル地誌中心の講義を
し，ポルトガルについては5～6關の授業でしか触れられなかったのを補うため，ポルトガル史の
教科書を教材としたもの。
　F◎rmagac　da　naciOfta夏圭dade　（ポルトガルの羅家形成）。
　OAIargameRto　do　Re魚o　　（ポヨ三国の拡大）。
　Organizagao　politica・・as　Cortes　（政治組織一コルテス）。
　Populagao　（住民）。
　Os　senk◎rios，　Concelhos　rurais　e　urban◎s　（地方領童と都毒及び麟棺治組織）。
　C◎m§rci◎extemo　（通商）。
　A　crise　de　1383－1385　（1383－85年聞の危機，リスボン南浸のろう域）。
　Infcio　da　expansa◎　（海外発展の始まり）。
　Descobrlment◎S・maritimOS　（発見舷海）。
　〈アンケート〉実施せず。
　〈テスト〉
　　最高　97点（1名〉
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　　最低　15（60点未満が6人）
　　平均　75．8
　このクラスは，年間27團の授業のうち，欠席20回の者（テスト26点），欠席17翻の嚢（51点），欠
席13翻の者（54点），欠席8圓の者（31点）と前年度からの留年者欠席24園（15点）計5名に筆者
はDを付ける積りであったが，他の先生のテストの結果が平均的な2名は結局Cにした。残りの
3名は他の専攻の授業の単位も殆んど取れ．なかった。この原困については良く判らないが（教材は
その前年度とさして変らず，また，これらの者を除くとクラスの年平均点は，89．5），5名のうち
3名が運動部員で，いつれの授業も半分以上欠席しており，他の2名は意図的に留年したようで，
期末試験も1圓しか受けていない。どうも入学年次によって，学生の熱意に波があり，ある年に，20
人のクラスで5～6人やる気がない者が集まると，かたまって安心してサボると思う。留年した運
動部の諸鷺に対しては，「自己管理ができない者は，スポーツ・マンとして三流以下」とおどかし
て置いた。
　2．3．5．　　1985年
　i）前半：前年と同様，Dino　Preti編のブラジルの国語教科書から，次の課を選んだ。
　Menin◎（Fema磁o　Sabino）　（親に環答えする生意気盛りの子供についてのcr6nica）。
　詩Romance　de　Cab搬難a（Ribeiro　C◎uto）　　（海にあこがれる少年）。
　Aladino，　o　nov◎m凌gico（Afonso　Schrnidt）　（短編サーカスの魔術師）。
　Rem6di◎do　c的ξsempre　mais　bara£o（Jos6　C2ndido　de　Carvalho）　（人情話）。
　Si　A　serra　d◎R◎la－Moga（M氏ri◎de　Andrade）　（おせんころがし）。
　また，この年は，短篇と歴史教科書を交互に教材として使うため，前記2．3．3．のSεrgio　Buarque
de避011a磁a編のブラジル史教科書から，
　O　primeir◎Reinad◎eaReg§ncia　（第1帝政と執政蒔代）。
　Economia　brasi玉eira　　（当蒋の経済）。
　Segundo　Reinado　（第豆帝政）。
を選んだが，これは内容的には一年生の文化概論に続く時代のものである。
　〈アンケート〉実施せず。
　〈テスy＞
　　最高　100点（23人中9人）
　　最低　67
　　平均　92．0
　夏休みのブラジルの新聞認事要訳の後，この年は，P．B．語学科で初めて語劇をやることになっ
たので，濱q先生が選んだ榔本
　　　“AGa£a　3◎rralheira。”Tavares＆Tristao一α舐ca　e　Edit◎ra　de　Livros．　Dire♀ao　Ge罫al　de　Maria
　　　　　Clara　Machadox，　Rio．　1962
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（ブラジル版シンデレラ）の約半分を，9月，王0月前半の授業で扱った（テストの範囲外）
　ii）後半：前半のブラジル史教科書の続き
　OSegundo　Re圭簸ado　　　（第］［｛帝政）。
　As　campa曲as鑓a　abo恥知da　escrava瓢ra　（奴隷舗廃圭と運動）。
前記2．3。3．ii）のAraken％vora著r政治マンガを通じて見たドン・ペドロ豊帝の世界」の続き
を教材とした。
　〈アンケート〉実施ぜず。
　〈テスト〉
　　最高　　99，崇ミ　（2名）
　　最低　50
　　平均　90．　5
　2．3．6．　　1986年
　i）前半：1983，84，85年と3年聞ブラジルの國語教科書（前記Din◎Preti編）の4冊（4学
年分）の教科書の約50の課の中から，当学科の二年生に適すると思われる18の課を選んで使い，残
りの課は，あまり筆者の興味を引かなかったので，1986年は，まったく新しい倉野の教材を試みる
ことにした。選んだものは，Veja，21　de　agost◎de　1985．“Sem　Freud　nem　L§RiR”（1985年8丹2獺
付雑誌ヴェージャ，特集記事“フロイトもレー＝ンも関係なしに”）というブラジルの今βの藩老
のモラル，性行動を扱った特集記事を教材にした。Veja誌は，タイム・ライフ式のブラジルの知
識階級が読む週刊誌としては，最大の発行部数（約50万）を持つ。次いで，Veja，9de　ou£ubr◎de
1985．‘‘Aierta　Ras　Escolas”（1985年10月9霞付問誌特集記事“学校教育の赤鑑号”）と題するブラジ
ルの義務教育の欠かんを扱った記事を教材にした。
　一人つつ順番に当てて行くと，簸初の4～5鶴の授業では皆閥苦八苦して訳していたが，その後
はクラスの1／3紘の学生が，おおむね適格な訳をするようになった。二年生の教材としては，難し
過ぎた感がある。
　〈アンケート〉実施しようと思っていて，時を失した。後で4～5名の学生に尋ねたところ，文
章は難し過ぎたが，内容は興味深いとのこと。
　〈テスト〉
　　最高　98点（2人）
　　最低　60
　　平均　88
　授業中の学生の訳から，もっと低い点を予想していたが，割に良い点が趨たことは，かなり内容
に興味を持ったといっても良いであろう。
　蔓休みのブラジルの新聞要訳の宿題の後，10月からは，次の教材を使った。
　li）後半：ブラジルの小説家で，代表的なcr6nicaの作者でもある　Fernand◎SabiltOが，
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VARIG航空の捲待で，大阪に来，講演をしたので（ブラジルのエコノミストのクルザード計画に
ついての講演とペアー），訪ねて行き，同人のcr6nicaを教材に使っている旨話したら，大変喜こ
び，岡人が書いた最新のcr6nica数篇を集めた非売品の小珊子にサインして贈呈してくれた。早逮
教材として使ったが学生には，この教材を使っているのは，世界中で霜達だけだと前宣伝して使っ
た。
　Dois　e　dois訟o　cinco（Fernand◎Sa厨n◎）　　（数学の苦手な著考の話）。
　Oh6spede　do　504　（リオからの度重なるサンパウロへの出張で，ホテルに荷物を置いてすぐ仕
　　　事に出，どこのホテルにチェック・インしたか忘れて，朝までさ迷う話）。
　S◎bacar≦cia　de田eus　dedos　（計算機｝を使ったおかしな遊び）。
　A　falta　que　ela　me　faz　（お手伝いさんが休んで困る謡）。
　更に，11月半ぽより，この年の教材があまりに現実的なものぽかりだったことと，当学科の他の
先生方で，詩を教材に使っている人がいなかったので，ポルトガルの中学校の国語教科書から，次
の詩を教材にした。
　Luzes（Ant6nie　San　Payo　de　Araujo　in　Diario　de　N◎ξ≦cias）　（詩：信号，薪聞に掲載された現代
　　　詩）。
　Alma　Perdida（Florbela£spanca）．
　Viajar（Fernando　Pessoa）．
　TriSte　de　q鷲e鶏v三ve　e斑CaSa（Fernand◎PessOa）．
　Floぎes　de　verde脚o（D．　Dinis－in　Cancioneir◎da　Biblioteca　Nacio無a至）．
　Onavi◎negreiro（Castro　A｝ves）の一一9t。
　〈アンケート〉実施ぜず。
　〈テスト〉
　　最高　99点（17人中娃人）
　　最低　41（60点以下1名，欠鷹19園D）
　　平均　89
　2．＄．7．　1987年
　i）前半：この年の2年生は，前記2．3。3．の一年生の蒔成績が良かったクラスで，筆巻が一一年
生向に編集した絵入り教科霧についてもっと物語り性のある教材を希望する者が多かったクラスで
ある。そこでブラジルでは未発達の分野の探偵小説（ブラジルの警察は犯人を推理するよりは，一
番疑わしい者を拷問して犯人に仕立て上げるので，探偵小説が戒立する環境がないと隅書のはしが
きに書いてある）“Oh◎mem　que　mat◎u　duas　vezes”（“2鶴殺した男”：最も犯人と疑われやすい
立場の男が，掘手を殺した数時間後，死後硬醗が始まってから，もう一度死体を撃って派手に逃げ
て故意につかまり，検死の結果死亡推定蒔刻から，その男は死体だったとは知らずに撃ったもので，
最初に撃った真犯人は，別人というという筋書がうまく行きかけて，結局失敗する話〉を教材にし
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た。
　〈アンケート〉
戴
｛1講∵！酪｛1∵1
　確かに，この探偵小説は，文学作品風に表現が，少しこっているのと，現地の生活感覚，土地感
がないと判にくい部分もある。
　ブラジルでも，英米仏の探偵小説が沢山翻訳出版されているが，やはり教材として使うのは，ポ
語を学ぶだけではなく，ブラジル事情についても少しでも学ぶという観点から，ブラジルでは珍し
い国産の探偵小説を，教材として選んだ訳である。
　〈テスト〉
　　最高　100点（28人中8人）
　　最低　58
　　平均　94
　夏休みの例年の宿題は，他の先生が多量の宿題を出したとのことなので，単にブラジルの新聞を
各人に1日分つつ配るだけにとどめた。
　ii）　後半：ブラジルの最も代表的な現代の作家　GuimarEes　Rosaの“A　terceira　margem　d◎rio”
（第三の河岸）という短篇を教材にした。ギマランエス’　Pt　一一ザは，方言・俗語を使い，哲学的と
いうか，象微的で難解な小説を書く作家として知られているが，この作品は同人の作贔の中では判
り易いのと，筆者の頭に，魚の骨のように妙にひっかかっている気になる作贔なので，教材として
取り上げた。良くできる子が多いクラスなので，ひとつ試してやろうという下心もあった。
　〈アンケート〉
ー　現　表
難し過ぎる　23
適　当　　　3
易し過ぎる　　◎
内容
薗臼い　　　　　　　　　7
普　通　　　　　　　　　6
面白くない　　　　　　10
その他（考えさぜられる）　4
面白いと感じた者が7名，その他が4名居たので，筆者は満足した。
　次いで，ブラジルの現代最高の詩人Carlos　Drummond　de　Andradeが逝虫したので，岡人の詩
“ Os　h◎mens；as　viagens，，を取り上げ，またG疑11er　Ferreiraの詩“N50　ha　vagas”と，　Tiago　de　Melo
の詩“Madrugada　camponesa”も教材にした。
　12月より，ブラジルの高校世界史の教科書から，Aindustrializag6　n◎s壱cul◎xix　e◎novo　col－
onial圭sm◎／a　economia　brasileira　Ro　seculo　xix（19世紀の工業化と新植民地主義，19琶紀のブラジル
経済）。O　perfodo　entre－guerras／as　reperc醤ss6es　da　G職韮de　Guerra猛◎Brasil（両大戦問，世界大戦の
ブラジルに及ぼした反響）を教材にした。
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　〈テスト〉
　　最高　IOO点（6人）
　　最低　68
　　平均　93
　例年より難かしい教材を使って，この平均点なので，やはりこのクラスは優秀だと思う。
　2．3．8．　1988年
　ここまでの7年間，毎年2年生の講読を担当し，様々な教材を使った結果，適切な教材は，ブラ
ジルの国語教科書（Dino　Preti編）又はcr6nicaと，ブラジル史の教科書の組合せという平凡な結論
が出かけたので，この年は，それを検証しようとした（Dino　Pretiの国語教科書は近・現代の短篇
を集めたもので，その中にはcrδ磁caも一部入っている）。
　i）前半：前記2．3．2．のフロリダ大学編さんの“cr6nicas　brasileiras”より，次のものを選んだ。
　（イ）O　pessoal（Rubem　Braga）
　（pa）Otelefone（Luis　Martins）
　（・・）Cem　cruzeiros　a　mais（Fernando　Sabino）
（以上，三篇は，2．3．2．に前出）
　←）Raconto　de　natividade（Helena　Silveira）　（クリスマス夜話：貧農が，自分のせめて最初の
　　　赤ん坊は大地主の子のように立派な産院で生ませたいと思い，院長に自分の土地一実は借地
　　　一を買ってくれともちかけ，あたかも大金が入るかのように見せかけ産院の費用を踏み倒す，
　　　院長夫人が，その貧農の親の心意気を感じ，院長に貧農を警察につき出さないよう績む現代
　　　版キリスト誕生の話）。
　㈹　Dar　um　jeito（Paul◎Mendes　Camp◎s）　（ブラジル特有の規期をかいくぐり，コネを利用し
　　　て“なんとか都合をつける”方法の外国人への伝授）。
　（A）Cas◎de　recenseamento（Car韮os　Dru罰α搬o磁de　Andrade）　（国勢調査に訪れた美しい女性調
　　　査員と，調査される独身男の，ちょうちょう・はっしのやりとり）。
　〈アンケート〉
獺
｛1講：：il船欝∴1
　上記（K）から←）までの欄別のcrδnicaに対する学生の関心度をアンケー5（興味を持った◎，まあ
まあ○，興味なし×）したところ
（（）郵便配達の話
（・）女性の長電話
（1・）　ブラジルの官僚主義
（二）　クジスマス夜話
◎3，　06，　x8。
◎1，　06，　×6。
◎13，　08，　x2。
◎13，　08，　×2。
ll3
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　㈹　「なんとか都合つける」　　◎5，08，×ll。
　←）美しい国勢調査員　　　　◎15，09，x4。
　一番人気があったのは，8の国勢調査員，つまり若い男女間の会話を扱ったものであったことは，
うなづけるが，二番厨が（二）のクyスマス夜話というのは，少し意外な気がした。現代の若老は，物
語り性を求めているということと，意外に現代版人情話が妊きだということが判った。
　なお，crδnicaを授業で扱う際は，言葉の解説だけではなく，それに関連したブラジルの習慣，
メンタリティー（例えぽ，「郵便配達の諭のところでは，急激な人臼の都市集中で，ブラジルの
大都会には田舎の人のメンタリティー，欝舎へのノスタルジャーがあるとか，「ブラジルの窟僚主
義＝文書第一主義」のところでは，臼本の宮燈主義と，どう違うか，あるいは，r国勢調査員」の
ところでは，男・女間の会話術が，ブラジル（対面式）と日本（横並び式）では，どう違うか〉等
の補足説明を，必ずしている。
　ii）後半：S6rgio　9uarque　de　Hollanda編の前出のブラジル史教科書より，
　Afor組agao　Territorial　Bras圭至eira　l　580－1700　（ブラジルの領土形成）
　A£ra　do◎uτo　do　Brasil　（ブラジルの金の蒔代）
　AEra　das　revolg6es　（叛乱の蒔代）
　A　vida　no　Brasi1　ColORial　（植罠地蒔代の人々の生活）
を教材にした。
　〈アンケーF＞
獺
｛1膿1：1船｛欝1
　〈テスト〉
　　最高　1◎◎点（日ホ語学科3名を含め36名中4名）
　　最低　47（60点以下1名12園欠席D）
　　平均　90．5
　なお，ブラジル史の教科書を教材にする際も，言葉文体の説明だけでなく，教材と関連したブラ
ジル史の補足背景説明を毎回5～IO分位は，することにしている。
　この年の二年生に紺しては，一年生の時の文化概論の講義も含め，ブラジル史のどの時代に最も
関心を持っているかアソケートした。
1
9
繍
3
4
憂
」
独立前後
砂糖の時代・奴隷制
金の晴代
ブラジルの発見嶺初
インディオ
12名
11
11
6
4
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　　6．帝　政　　　　　　　　4
　　7．現　代　　　　　　　　2
（但し，文化概論でも，2年生の講読の授業でも，現代にはまったく触れていない。3～4年の選
択科饅で，筆者は現代史を講義している）。
　更に，今迄2年生向に使ってきた講読の教材の種類を説嗣し，いわゆる純文学の作品を教材に使
うことの可否をアンケートしたところ，
　　純文学以外のものが良い　　25名
　　純文学を含めても良い　　　6
どのような種類の教材に関心があるかというアンケートに対しては，
L　cr6nicaが面白い
2．経済関係
3．新聞言己事
4．　日常生活
5．　雑誌の特集記事
6．政　治
7．祖　会
6名
6
5
5
4
3
3
で，この外，文化人類学，料理の本，商業文，マンガ，物語り，絵本，探偵小説，恋愛小説，大衆
文化が，それぞれ1名つついた。この内，経済関係，商業文は3～4年の選択科羅で取り上げてい
るし，言語，文学，文化の三講座のうち，どれを重点的に履修するか分かれていない二年生の段階
の必須科昌で，取り上げる訳にはいかない。
　2．3．9．　「まとめ」と今後の課題
　以上のアンケートの結果を，教材の種類別に，〈表現の難易度（非常に難しい，と難しいの合計）〉，
〈学生の関心度（非常に面白い，と面白いの合計）〉，テスFの平均点で整理すると，
〈教材の種類＞
cr6nica
国語教科書
（近・現代短篇）
古典を含めた
アソソPジー
歴史教科書
雑誌特集記事
探偵・」・説
純文学作品
＜表現の難易度＞
　52．2％＊
9．5
86．7
0
＜学生の閣心度＞
　61．7％＊
　63．2
37．5
61。9
　　（アンケート実施せず）
48．2　　　　　　　　　　　　　37．0
88．5　　　　　　　　　　　　　40．7
（＊印は2回の平均，＊＊印は3回の加重平均）。
〈平均点＞
86．7＊＊
87．9＊＊
不明
84．5＊＊
88
94
93
表現の難易度からいうと，「純文学作昂」と，「古典を含めたアンソロジー」は，二年生の教材と
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しては難し過ぎるといえよう。他方，歴史教科書は易し過ぎる（外大の学生としては，易し過ぎる
と授業中の集中力が下がり，テストの結果は下るといえよう）と思う。
　内容に関する学生の関心度は，「近・現代の短篇を中心とした小学校高学年・中学校の国語教科
書」から選んだ教材が一位で，それに「歴史教科書」「cr6nicajが，ほぼ並んで続く。
　平均点は，おしなべて満足すべきものと思う。「探偵小説」と「純文学作品」の点が良いのは，
特定の年次のひとクラスだけの結果なので，性急な判断は下せまい。
　今後の課題としては，
　（C）教材に適した近・現代の短篇を，特楚の教科書からだけではなく，より広い範囲から見つけ
出すこと。
　（”）これに如何にしてcr6nica（現代文学のひとつのジャンルとして確立されつつあり，また環
代のブラジルを知る簸良の教材のひとつ）を組合せて行くか。というのは，cr6nicaだけでは，物
語り性を求める学生の欲求に応えられないと思うからである。
　の　これと平行して，「歴史教科書」も，言語，文学，文化の三講座のいつれの分野で卒論を書
く場合でも，歴史は共通した基礎知識であり，論理的で平明な文章を書く際の参考にもなるので，
引き続き教材とすべきものと考える。ただ言語材料として，中学校の歴史教科書は易し過ぎる感も
あるので，特定の歴史上のテーマを論じた平明な表現の論文を教材としたり，飽方，歴史の教科書
を続けて長く使うとあぎるとアンケートに書いた学生もあるので，一区切り毎に（クラス全員に1
回つつ当る4～5轡の授業），前記（／）（・）の短簾，cr6亘ica等を挿入して行う必要があろう。
　（二）純文学又は古典は，3～4年生の後期で扱うべきであろう。ただ後期は，全科輿が選択翻に
なるので，履修する学生が少ない揚合は，二年生の必須科鼠で，文学作贔のアンソロジーを教材と
して使うことを考えねぽなるまい。
　㈱　探偵小説は，国産にとらわれず，あまり筋のこみ入っていない現代のポ語版翻訳ものを，課
外の輪読の教材として多読する等の方法があろう。速読の指導は，3～4年生の段階（5千以上の
ボキャブラリー）から考えれぽ良いのではないか。
　（A）夏休みの宿題のブラジルの新聞記事要訳：1987年を除いて，毎年2年生の夏休みに，ブラジ
ルの碧1聞（◎Jornal　do　Bras圭1，◎Estado　de　S展o　Paulo，　Folha　de　S展◎Pauloの三紙のいつれか）18分
を，各人に贈呈し，なるべく隅から隅まで目を通した上，10の記事を選んで，「何時，何処で，誰
れが，何をしたか，何故，如何にして」を書かせ，提出させているが，学生のアンケートの結果は
次の通りである。
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〈アンケート〉
一
｛欝：葉
一
麟護撫
（王98王年）
6
6
2
0
2
4
8
0
翌年も2年生に岡様の宿題を出すことの可否
　　　　出した方がためになる　　｛
　　　　継続しても良い
　　　　他の宿題に変えるべき
新聞の宿題は，
．11　　　15
14　　　16
；
（茎982年）
　　5
　　7
　　4
　　0
　　4
　　4
　　8
　　0
9
ρ
0
1
　　　　　　　　2年生の夏では難し過ぎるかも知れないが，宿題としてliiしても良いと箸えた老
か一および一名いることと，筆者としては必要性があると考えるので，継続することにしている。
　以上，紙数舗限があるので，一年生，二年生の講読及び文化概論についてのみ報告したが，次の
機会に，筆者が担当している二年生向和文・ポ訳，三～四年生向のブラジル経済資料講読，商業文，
ポルyガル及びブラジル現代史講義・演習について報告したい。
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